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＜連絡事項＞
　なし

＜入室状況＞
【入院】
・鈴木　正記様～東Cユニットへ医療保護入院となる。


＜患者様連絡事項＞
・佐伯　るり子様～3/26　16時、主治医面談実施。

・洞内　美恵子様～3/24　9：00　湊病院へ転院。

・新坂　ニガ様～採血の結果、BUＮ緊急値あり主治医不在の為柞木田Drへ報告。
高Ｎaもあり、補液をヴィーンD輸液からYDソリタT3　500ｍｌへ変更指示あり。
また血尿もみられている事報告し、尿培養・胸部～骨盤部CTの指示あり実施している。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放中、他者侵入や迷惑行為あり自制できず早めに開放観察終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。10:00～16:00の開放観察実施。不穏・興奮無く穏やかに経過。過度な飲水はない。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・三浦　みよ子様～終日隔離中。9:00～16:00の開放観察実施。適度に他者交流あり、トラブルなく穏やかに過ごす。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜小栁Dr診察情報＞
・西舘　ミネ様～食事摂取量低下ある為、ラクテック注1本指示。
　　　　　　　　また3/20～ロナセンテープ(40)開始。

＜入院患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]氏　　名：鈴木　正記様
　生年月日：昭和14年10月13日(87歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　現在サービス付き高齢者向け住宅(特定施設)「シニアライフ大津」
　入居中。妻とは死別。キーパーソンは、山形県在住の妻の甥であり
　ほぼ音信不通。成年後見人がついている。職歴は航空自衛官、時計
　職人であった。平成20年に妻が死去し独居となった。平成23年頃
　より物忘れの症状あり。同時期には掃除ができず宅内が荒れ、入浴
　や食事も適切にできていなかったが医療には繋がっていなかった。
　令和1年6月、元同僚より三沢市包括支援センターへ連絡が入り、楽
　晴会が介入。同年8月7日高松病院初診し薬物療法開始となった。令
　和2年2月9日に身体機能低下により現施設へ入居し、同月10日おお
　ぞらクリニック初診。以後治療継続していた。令和3年8月には易怒
　性みられ薬剤調整にて落ち着き、令和5年10月には異性入居者に対し
　ての性的接触がみられるようになり薬物調整・経過観察していたが、
　令和7年1月には尿便失禁も頻回となり、他室侵入し入居者の衣類を
　脱がせる、自身も脱衣する等の性的逸脱行為が目立つようになり施
　設での対応が困難となったため入院治療を希望され、本日当院入院　
　となっている。

